
東北農業研究 (Tohoku Agric tts)25, 1-2(1979)

岩手県南地方における水稲早生品種の栽培法について

第 1報  アキヒカリの期待生育量の策定
千葉 泰弘・佐 木々忠勝

*・
高野 文夫

(岩手県農業試験場県南分場 *岩手県農業試験場 )

CultivatiOn 江ヽethod of Early 晨ヽturing Variety of RicO Plant

in SOuthern Part of lwate PreFccture

Part l  Planning for desirable growth Of Akillikari

Yasuhiro CHIBA,Tadakatsu SASAKI*and FuniO TttN0

(Kennan Branch, Iwate― kenAgriculturalExperiment StatiOn.
*Iwate― kcn Agricultural Experiment statiOn )

表 2 施肥条件
:ま え が き

岩手県南地帯は主に ヨヽニシキ ,ササニシキ等の晩生種

の作付が大部分をしめている。 しかし,県南地帯は肥沃な
低地で排水不良田が多く,かつ稲作期間の日照時数が少な

い。とくに登熟期が少照に経過 しやすい。この排水不良と

少照が相互に関連 して,稲の生理生態に影響を及ぼし登熟

を不良にし,品質 ,収量向上を阻害 している。そこで登熱

良化の1つ として,現在の作付品種より早熟な品種の導入

により,登熟期間を有利な日照条件下で経過させる必要が

ある。また,早生良質品種の導入は水田利用の高度化の上

からも必要性が高い。

本試験は早生品種の安定多収栽培法確立の第 1歩 として

アキヒカリを供試 し,早植え,密植,種 々の施肥条件を組

合せて ,多収型の生育指標の策定について検討 した。

2 試 験 方 法

供試品種 :  アキヒカソ

育苗様式 :  稚苗箱育苗,2007/箱 播 き
播種期 ,移植期および栽植密度 :

1 播種期 ,移植期および栽植密度

年  次 播種期
(月 .日 )

移植期

(月 日 )
栽植密度
(株//″ )

1区 40″

2区制

昭和 51年 4  21 5  10 28 1

昭和 52年 4 278

昭和 53年 8
25 0-
26 1
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3 試験結果および考察
昭和51年 ,52年 ,53年の3カ 月の生育および収量を表 3

に示 した。施肥条件 :
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M 出穂期
(月 日)

長

＞稗御
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表3 生育および収量

佐藤 ら
1)は稲の生育型を生育量の時期的変化の度合によ

り急増型 ,減少型 ,漸増型の 3型に分類 した。まず,急増

型とは,分げつ後期から穂學期頃にかけて著 しい生育量の

増大を示す生育型で穂数,籾数が過剰になり,登熟歩合が

低下しやすく,反対に減少型とは,穂學期の生育量に比べ

て出穂期の生育量が減少する生育型で,穂数 .籾数は少な

く,登熟歩合は高くな りやすい。第 3の生育型の漸増型は

前 2型の中間の型であり,籾数や登熟歩合の変動が小さく

最も安定 している生育型である。

図 1に 700t9/a以上の多収事例の草丈×″当
'茎
数で

表わした生育量を示 した。生育型からみると昭和 51年 の多

収事例はすべて漸増型であり,籾数は38～ 40× 103粒 /

アで登熟歩合は80%以上である。昭和51年 とは対称的に昭

和52年の多収事例は急増型で籾数が43X103粒 /″ 以上

と過剰で登熟歩合が65%以下となつており,かなり効率が

わるい。さらに図 2に 示 したように,急増型はその生育型

の特徴から,つまり粒数を決定するステージの生育が庄盛

なことから籾数が多くなり,ど うしても登熟歩合が低 くな

る。反対に漸増型の生育をとつたものは,急増型の生育を

とったものに比べ ,籾数が少なく,登熟歩合が高い。さら

に,ア 当り籾数, 1穂籾数にいずれも多いほど品質は低下

する傾向にある。
(X10')

蜃係乱動  島髭島量
図1 多収事例(700協/a以上 )における生育量の推移

図2 ′当り粒数と登熟歩合の関係

以上述べたように,籾数の過剰は登熟歩合の低下,品質

の低下という点からみて好ましいことではなマ、 とくに ,

登熟期間の日照時間が少ない当地域では避けるべき栽培法

である。そこで,当地域での品質面まで考慮 した場合の籾

数は40× 103粒 /ノ が限界と考えられ,その場合の登熟

歩合は早生品種の有利性を生かし80%と したいoま た, 1

穂着粒数の過剰は登熱および品質いずれの面でも
マイナス

であり,好適な籾数は1穂着粒数を田粒前後に抑え 穂数

の増加により確保する方が好ましい。以上のことから,岩

手県南地帯のアキヒカリの収量 70博/a水準の期待生育量

を表 4の ように策定 した。今後はこの目標生育量を確保す

る栽培技術の確立が課題である。
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表 4 アキヒカリの期待生育量


